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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
石田 恭一郎

1）高度な日本の「ものづくり」 根底から支えているのは我々である
2）「ものづくり」とは「人づくり」 一人ひとりが会社を通じて仕事を通じて

 少しずつ成長していく企業でありたい

2030年 売上高100億円達成計画

売上  (粗利率)
2027年 76億円(23.8%)
2028年 85億円(24.1%)
2029年 90億円(24.4％)
2030年  100億円(25.0％）

ドラゴン・ハウス(メイン工場)外観

〇本社所在地：愛知県名古屋市南区

〇事業概要：専用機設計・製作

〇常時使用する従業員：165名

（2026年8月時点）

〇現在の売上高：73億円

（ 2026年4月期）

〇法人番号：3180001014854

〇Web：https://www.ryuuss.com

株式会社竜製作所（製造業）

事業所や製品の写真等

経営者
写真

①生産体制の強化
2028年8月 クリーンハウス工場新設

→半導体関連市場の拡大、新規参入
2029年5月 大府工場建て替え(専用機組立エリア拡充）

→大型設備、生産ライン一括受注、電動化技術関連部品製作対応
2029年8月 北九州工場増設

→西日本エリア生産能力強化、顧客開拓による市場拡大
②新事業(航空・宇宙・防衛産業)への取り組み

当社は創業以来70年以上にわたり、お客様のものづくりを支える設備メーカーとして技術を磨き、成長を遂げてきました。今後は
これまで培った技術・技能を新事業にも生かし、総合製作企業として唯一無二の会社になることを目指します。2030年に売上高
100億円達成を目標に、多業界に高精度設備を供給し、世界における日本の製造業の競争力向上に貢献すること、地域社会の雇用
創出と次世代エンジニアの育成に取り組みます。育児、介護など様々なライフステージにおいても働きやすい職場を目指し待遇の
改善を続け、全社員一丸となって100億円企業への成長を実現します。

社長を最高責任者とする「100億企業推進委員会」を設置

①開発、受注（営業部、技術部、製造部、AIロボティクス、新空調事業責任者）

・・・半導体設備装置製造、高精度検査設備・画像認識設備の開発

・・・新規固定顧客2社、インセプションメーカー1社の開拓

②生産体制の強化（工場建設PJチーム）

③航空・宇宙・防衛産業への参入（航空機事業部）

JIS Q 9100 を2026年8月取得( 部品加工、組立、配線) 

請負、構内作業等の受注を目指し、事業の柱へ成長させる

①自動車業界変革期対応及び半導体関連企業向け生産体制強化
②新規固定客先の開拓
②専用機以外の経営の柱となる新事業の売上向上

OEM受託生産・・・・・ １０億円
AIロボティクス事業・・・ ５億円
新空調事業・・・・・・ ・ ５億円
航空・宇宙・防衛産業・・   5億円
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